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＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

株式会社R-CORPORATION 

 

②施設・事業所情報 

名称：相模原さくら保育園 種別：地域型保育事業（居宅訪問型保育事業除く） 

代表者氏名：下津 浩春 定員（利用人数）：19 名 

所在地：〒252-0231 

相模原市中央区相模原3-3-18ケーエヌマンション相模原第1-2F 

TEL：042-786-5127 ホームページ：

http://sakura-hoikuen.sakura.ne.jp/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：1997年10月25日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：有限会社キッズ企画 

 職員数 常勤職員：4 名 非常勤職員：9 名 

 専門職員 （専門職の名称）： 名  

保育士：9 名 看護師：1 名 

栄養士：1 名  

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

乳児室（0・1歳児）1室 給食室 

保育室（2歳児以上）1室 調乳室 

 沐浴室 

 医務室・事務室 

 

③理念・基本方針 

＜理念＞ 

一人ひとりの子どもを大切に、利用される方や地域に信用される園を目指す。 

＜基本方針＞ 

一人ひとりの個性を大切に、家庭的な温かさが溢れる環境の中、伸び伸びと人間性豊か

に育てる。 

＜保育目標＞ 

●心身共に健康で丈夫な子 

●明るく思いやりのある子 

●自分で考え行動できる（しようとする）子 

 

④施設・事業所の特徴的な取組 

＜相模原さくら保育園の特徴的な取り組み＞ 

●家庭の雰囲気に近い空間をつくり、子どもにとってより良い安心感を得られるように

し、恵まれた人間関係を形成できるように心がける。 

●子どものやりたい事を実現できるように丁寧に環境を整え、日々心に残る体験を行え

るように努力している。 

●子どもが“幸せ”を感じることができ、毎日を自分らしく過ごすことで、人間力を鍛

えられるように関わっている。 



 

●女性が働きやすいように産休明けの職場復帰や、休職後の勤務時間等、臨機応変に対

応できるようにしている。 

●外部研修から保育の情報や安全、衛生管理など常に新しい保育の場を提供できるよう

に心がけている。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

2021年05月21日（契約日） ～ 

2021年10月14日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）   初 回 

⑥総評 

≪相模原さくら保育園の概要≫ 

 相模原さくら保育園は、有限会社キッズ企画（以下、法人という）の運営です。設立

は平成9年であり、認定保育所を経て、平成27年度に「子ども・子育て支援新制度」の

中の地域型保育事業の一環として保育ニーズの高い0～2歳児を対象にした小規模保育

事業A型（定員19名）をスタートし、現保育園を運営・実施しています。小規模保育事

業は、地域における多様な保育ニーズにきめ細かく柔軟に対応し、質が確保された保育

を提供し、子どもの成長を支援することを目的としており、相模原さくら保育園では、

第1に「子ども自身が“幸せ”を感じること」ができ、毎日を自分らしく過ごせるよう支

援し、人間力を鍛えられるような関わりに重点を置いています。また、家庭の雰囲気に

近い空間作りによって、子どもたちが安心を得られるよう配慮し、豊かな人間関係を形

成できるよう保育にあたっています。さらに、子どもがやりたいと思うことを実現でき

るよう環境を整備し、日々心に残る体験を提供できるよう努めています。 

 

 相模原さくら保育園は、JR相模原駅から徒歩数分、駅前範囲内にあるマンションの２

階に位置し、2部屋分を保育室として広く活用しています。保育室の床は床暖房を設置し、

殺菌装置のついたエアコンを完備し、安全・衛生的な環境に注力して保育を展開してい

ます。地域との関係も法人代表の人脈により良好に構築され、近隣には3歳児からの受け

入れ施設として保育園、幼稚園とも多数あります。相模原さくら保育園は、「子どもの

尊重」、「保護者との連携」、「保育士がはたらきやすい職場環境」、「地域との信頼

関係」を大切にし、０歳～2歳児までの専門施設として、子どもと保育士が共に安定・安

心した気持ちで居られる環境を整え、きめ細やかな保育を展開しています。 

 

◇特に評価の高い点 

１．【子どもを尊重した保育の実施】 

相模原さくら保育園の特徴は2歳児以下の子どもを少人数預かり、一人ひとりの子どもに

きめ細かい保育を提供する点にあります。特に、2歳児以下の子どもにとっては特定の大

人との愛着関係を育むことが重要とされる時期において、地域型保育事業認可A型の優れ

た制度の下、保育者が愛情を持って一人ひとりに丁寧な保育が行われています。相模原

さくら保育園の保育室は、マンションの2部屋分を確保した広い空間を有し、一部屋には

0歳児と保育者だけの生活空間とし、もう一つの保育室に１歳、２歳児が保育者と過ごし、

加えて、他園児との交流、異年齢の交流等を経験できる場所として活用しています。相

模原さくら保育園では、常に全園児を全保育者で見守る体制を敷き、全保育者との愛着

関係を確立し、子ども一人ひとりを尊重した保育を実施しています。 

 

２．【職員が満足して働ける労働環境の整備】 

相模原さくら保育園では、職員が満足して働ける労働環境の整備が大切と考え、福祉人

材の確保の考え方として、基本的に先ず、従事している職員の定着率、また、定着に至



 

らない因子を考え、長期間継続して勤務できる職場環境の整備に重点を置いています。

職員一人ひとりの家庭の事情等を理解し、産休明けの職場復帰、休職後の勤務時間等を

考慮することにより、働きやすい職場体制の構築に努めています。継続的な採用を念頭

に、現職の職員を大切に考え、働き甲斐のある職場作りを心がけています。職員体制に

ついては、必要最低限の職員数プラスαの要員を維持できるよう努めています。 

 

◇改善を求められる点 

１．【地域型保育事業認可A型の認知と周知】 

課題の１つとして、地域型保育事業認可A型の認知と周知が挙げられます。近年、認定こ

ども園や1日預かりを行う幼稚園等もあり、小規模保育園の中でも「地域型保育事業認可

A型」とは、その認知等、まだ周知・浸透が希薄な状況でもあります。地域型保育事業認

可A型は子どもを尊重した保育であり、特に優位性がある小規模保育園として、個別的保

育の選択、認知度が上がることが期待されます。例えば、区役所や子ども文化センター

等を活用し、地域の小規模保育事業者の会合等で検討を図り、地域型保育事業認可A型の

説明を行う機会を設ける等、また、内部で的確に説明が出来る人材を育成していく等、

契機となる活動を模索しながら努力を続けていかれることを期待いたしております。 

 

２．【園児募集上の改善】 

課題の２つ目としては、園児募集及び3歳時点での進路について挙げられます。前項での

周知と共に、3歳児になった時の進路における保護者の不安についても、理解と認識が図

られていない点にあると思われます。相模原さくら保育園では、3歳児の進路について連

携園が数園あり、周知を図る特に優位な点です。2歳児以下の乳児時代は少人数で愛着関

係を十分享受して過ごし、3歳以上児になったら団体生活を人数の多い園で経験する等、

子どもの育みにおいて将来の可能性と共に、選択肢が得られることは保護者にとっても

大きなメリットとなります。また、幼稚園への選択や、子どもの成長過程、家庭の事情

に即した選択肢も得られます。是非、園児募集の際には新しい子育ての幅広い制度につ

いて周知し、的確に説明が出来る人材を増やし、知名度を上げていかれることを期待い

たします。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

施設名 ： 有限会社キッズ企画 相模原さくら保育園          

 

 

＜評価（自己評価等）に取り組んだ感想＞ 

    

 今回の受審を通して、私たちの事業全体を振り返るための良い機会となりました。優

れていた点や、改善が必要と思われている点等の見直しを行っていく中で、時代に伴っ

た保育の移り変わりを感じ、子どもや家庭と共に進歩しながら歩んで行く、保育という

仕事の素晴らしさを改めて実感しました。 

  

 今後も、時代のニーズに合った事業全般の質の向上を図り、皆さまのご理解ご協力を

賜りながら笑顔の絶えない保育園づくりへの取り組みを行って参ります。 

 

 

 

 

 



 

＜評価後取り組んだ事として＞ 

 

１．ワークライフバランスに配慮した取り組み 

 

２．保護者、地域住民との信頼関係の構築 

 

３．公開保育・イベント等、地域の方が参加できる保育の充実 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


